








要約

 対象の第 1 は、1988-1991 年出産の全国双生児データで性別の組み合わせの明らかな

35,113 組である。Weinberg の分差法により、1 卵性双生児と 2 卵性双生児の割合を推定

した。2 卵性双生児の割合は 1988 年の 37%から年次を経るに従って 39%、41%、43%と増加

しており、その経年的変化は有意であった。1974 年の全国データによる値 32%と比較して

も、その上昇振りが窺える。対象の第2はツインマザースクラブに入会している会員のう

ち、その子の性別の明らかな双生児を資料とした。生年月日は 1957 年よリ 1995 年にわた

る。同様に Weinberg の分差法で 2 卵性双生児を割合を推定したところ、経年的に 2 卵性

双生児が増加していることが明らかになった。以上は、排卵誘発剤、体外受精の導入され

たことへの裏付けとなる結果である。


